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ワークショップの記録は藤沢災害救援ボランティ
録・整理され、防災科学技術研究所のプロジェク
のアマチュア脚本家の水島孝さんが3話のラジオド
が た脚本は地域の方々（住民および学校関係者）

ップ、地域の自然災害特性、住民特性（年齢分布・防災資源など）に基づき、どのよう
され（被害想定）、どのような状況下で発災することが問題なのか（災害リスクの可視
、住民・学校関係者・市民センター関係者など約20名の参加のもとで全体像が議論され
ワークショップ参加住民に対して、平日の昼間の在宅状況と、平時の通勤時間などに関

ト調査を行い 般公表統計では把握しにくい住民特性を知ることが出来ましたート調査を行い、一般公表統計では把握しにくい住民特性を知ることが出来ました、

2回ワークショップ（2009年12月19日）では、第1回のWSにおいて（１）地域の自然災
（過去⇒現在）、地質、ハザードマップなどを用いた）の理解（２）地域の社会特性
夜間人口、通勤時間、自主防災組織の現状、各種防災資源、避難所となる学校の防災設
など）理解がなされたことを受けて 以下の前提で災害が発生するとした場合に 地域など）理解がなされたことを受けて、以下の前提で災害が発生するとした場合に、地域
ナリオをeコミマップを使い関係者の動線を入れながら検討しました。
災害の種類と発生条件としては、南関東地震が平日の午前10時ころ、地域住民のうち地域外への通勤、通学
なっている状況で発生する。六会天神町の震度は６、一部の老朽化した建物に深刻な被害が出るが、全体と
藤沢市の中心部ほどひどくはない。ただし負傷者は十数名程度発生する。家具の転倒による下敷きなどで死
いる可能性が否定できない。ライフラインは、電気が2日程度停電、都市ガスは安全が確認されるまで数日
週間程度断水し、電話は一時的に通話規制がかかる。週間程度断水し、電話は 時的に通話規制がかかる。
WS参加者には災害発生時に各自が実際に所在している場所を前提にして、各自がその立場で対応する行動
えてもらいました。検討された「状況と課題」は以下の3つです。

藤沢駅近くの

レディオ湘南スタジオ
で収録本番！

天神町会館
で練習

収録お疲れさまでした！

アネットワーク（FSV）のスタッフにより記
トチームが分析したものをもとに、鎌倉市在住
ドラマ脚本に仕立てました。こうして出来上
） 藤沢市災害対策課の職員に確認され 事実


